
２ ０ １ ２ 年 度  公 益 社 団 法 人  乙 訓 青 年 会 議 所  委 員 長 方 針  

Ｊ Ｃ 伝 承 委 員 会  委 員 長  末 田  博 士  

 

本 年 度 、 乙 訓 青 年 会 議 所 は 公 益 社 団 法 人 と し て 実 質 初 年 度 と し て ス タ ー ト し

ま し た 。 ３ ３ 年 目 の 年 を 迎 え る と 共 に 、 組 織 運 営 は 異 な り ま す が 、 先 輩 諸 兄 か

ら 脈 々 と 伝 承 さ れ て き た 、 明 る い 豊 か な 社 会 の 実 現 と い う 理 念 は 、 設 立 か ら 変

わ る 事 は あ り ま せ ん 。 私 た ち に は そ の 歴 史 に 感 謝 し 、 志 を 変 え る 事 な く 、 次 代

へ と 伝 承 し て い く 責 務 が あ り ま す 。  

私 た ち は 、 ４ ０ 歳 ま で の 限 ら れ た 時 間 の 中 で 、 青 年 期 に お い て 力 み な ぎ る 個

性 、職 業 多 様 な 青 年 経 済 人 が 、「 奉 仕 、修 練 、友 情 」の 三 信 条 を 通 し て 、熱 い 議

論 を 交 わ し 、 苦 楽 を 共 に 活 動 す る 事 で 、 新 た な 発 想 や 友 情 が 育 ま れ ま す 。 そ の

仲 間 と は 、 共 に 助 け 合 い 、 本 音 で 言 い 合 え る 生 涯 の 友 と な れ る と 確 信 し ま す 。

先 輩 諸 兄 よ り 伝 承 さ れ た 、 貴 重 な 教 え や 経 験 を 未 来 に 繋 げ て い く 為 に は 、 一 人

で も 多 く の 志 を 同 じ く す る 仲 間 が 必 要 で す 。 我 々 の 理 念 や 活 動 に 賛 同 す る 新 た

な 仲 間 が 、 入 会 す る 事 で 組 織 が 活 性 化 さ れ 、 更 な る 魅 力 の あ る 団 体 に な る と 考

え ま す 。  

本 年 度 、 Ｊ Ｃ 伝 承 委 員 会 で は 入 会 目 標 を ２ ４ 名 と 掲 げ 、 会 員 の 拡 大 活 動 に 取

り 組 み ま す 。 そ の 為 に 、 昨 年 度 迄 の 引 継 ぎ も 含 め 、 特 別 会 員 様 、 地 域 商 工 業 へ

の 訪 問 を 行 い 、 青 年 会 議 所 の 活 動 内 容 を お 伝 え し ま す 。 ま た 、 乙 訓 青 年 会 議 所

が 魅 力 あ る 組 織 で あ る 事 の Ｐ Ｒ を 、 委 員 会 メ ン バ ー 一 同 が 先 頭 に 立 っ て 行 い ま

す 。 ２ 月 例 会 で は 、 会 員 拡 大 の 必 要 性 を 理 解 し て 頂 き 、 全 メ ン バ ー が 常 に 会 員

拡 大 へ の 意 識 を 高 め 、 魅 力 あ る 組 織 の 一 員 と し て 、 明 る く 元 気 な 姿 で 情 熱 を 持

っ て 、 会 員 拡 大 に 取 り 組 む 事 が 出 来 る よ う 開 催 し ま す 。 そ し て 、 乙 訓 Ｊ Ｃ 説 明

会 で は 乙 訓 青 年 会 議 所 の 歴 史 、 理 念 、 活 動 を 年 齢 に 関 わ ら ず 伝 え 、 経 験 の 異 な

る 現 役 メ ン バ ー と の 意 見 交 換 を 行 う 事 で 、 様 々 な 気 づ き や 学 び を 得 て 頂 け る よ

う 開 催 し ま す 。 そ し て 、 乙 訓 青 年 会 議 所 が 魅 力 あ る 団 体 で あ る 事 を 伝 え 、 会 員

拡 大 へ と 繋 げ て い き ま す 。 ま た 、 新 入 会 員 候 補 者 へ の 入 会 に 至 る ま で の 支 援 サ

ポ ー ト 、 入 会 後 の サ ポ ー ト を 行 い ま す 。 そ し て 、 Ｆ Ｔ セ ミ ナ ー で は Ｆ Ｍ メ ン バ

ー 全 員 が 、 青 年 会 議 所 の 基 礎 知 識 、 青 年 会 議 所 運 動 の 意 義 や 心 得 を 学 び 、 課 題

に 取 り 組 み 協 力 し 合 い 、 切 磋 琢 磨 す る 事 で 友 情 を 育 み ま す 。 受 講 し た 後 に は 、

新 た な 仲 間 と 共 に 同 じ 志 を 持 ち 、 成 長 を 実 感 出 来 る 事 を 目 的 に 開 催 し ま す 。 そ

し て 、 1 年 間 を 通 し て 委 員 会 メ ン バ ー 一 同 で ま ち づ く り 事 業 や 青 少 年 育 成 事 業

に も 積 極 的 に 協 力 し 連 携 し て い き ま す 。  

結 び に 、 Ｊ Ｃ 伝 承 委 員 会 で は 、 青 年 会 議 所 の 伝 承 者 と し て 自 覚 を 持 っ て 活 動

し て 参 り ま す 。 三 信 条 を 自 ら が 経 験 し て い か な く て は 、 伝 承 は 出 来 ま せ ん 。 そ

の 為 に ま ず 、 委 員 会 メ ン バ ー が 率 先 し て 、 青 年 会 議 所 運 動 に 協 力 し 参 加 す る 事

で 、 経 験 が 増 し 、 伝 承 出 来 る 事 も 増 大 し ま す 。 そ し て 、 委 員 会 を 通 し て 、 知 っ

て い る 事 と 出 来 る 事 の 違 い を 自 ら が 経 験 す る 事 で 、 掲 げ た 大 き な 目 標 が 達 成 出

来 る と 確 信 し ま す 。 私 た ち は 自 覚 と 責 任 感 を 持 ち 、 仲 間 と 共 に 魅 力 あ る 組 織 を

創 る 為 「 楽 志 伝 承 」 の 精 神 で 活 動 し て 参 り ま す 。  


